
大型放射光施設（SPring-8）評価作業部会について 

 
１．設置の趣旨 

大型放射光施設（ＳＰｒｉｎｇ－８）は、平成９年１０月に兵庫県播磨科学公
園都市に建設された、世界最高性能の放射光施設である。 

 本施設は、平成１４年９月に第１回、平成１９年７月に第２回の中間評価が行
われているが、既に前回の中間評価実施から５年以上が経過しているため、先端的な研
究基盤施設として、共用の促進や運営、成果の創出に関することを中心として中間評価を
実施し、併せて今後の方向性を示すべく、第３回目の中間評価を行うものである。 

なお、「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」（平成２１年２月１
７日）等においても、大規模研究施設の評価は概ね５年を目安に評価することとされて
いる。 

 このため、上記に係る評価・検討を行う本評価作業部会を設置する。 
 

２．主な検討事項 
（１）前回の中間評価における指摘事項への対応状況について 
（２）今後の課題・推進方策について 
①共用の促進 
②研究成果創出及び社会還元 
③効率的・効果的な施設運営 
（３）その他 
 

３．設置の形態 
科学技術・学術審議会先端研究基盤部会に大型放射光施設評価作業部会を設置

する。 
 

４．庶務 
関係課室の協力の下、研究振興局基盤研究課量子放射線研究推進室が処理する。 
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５．審議の経過 
第１回（平成２５年４月３日 （水）） 

(1) 部会の設置趣旨・運営等 について 
   (2) SPring-8 の概要について 
   (3) 前回中間評価の概要について 
   (4) 評価の項目及び視点等について 
   (5) その他 
 

第２回（平成２５年４月２６日 （金）） 
(1) SPring-8 のこれまでの取組・成果の概要について 

   (2) 施設及び設備の整備・高度化について 
(3) ビームラインの整備・高度化について 
(4) その他 

 
第３回（平成２５年５月１５日（水）） 

(1) 利用者支援について 
 廣瀬 敬  国立大学法人東京工業大学地球生命科学研究所所長によるプレゼン 
(2) 利用者の拡大について 

   (3) 利用研究課題の選定について 
   (4) その他 

第４回（平成２５年６月１２日（水）） 
(1) 施設の運用・運転について 
(2) 先端研究拠点の形成・人材育成について 
(3) 研究成果の公表・社会への還元について 

   (4) その他 
 

第５回（平成２５年６月１８日（火）） 
(1) 大型放射光施設（SPring-8）中間評価報告書（案）について 

   (2) その他 
 

第６回：（平成２５年６月２５日（火）） 
(1) 大型放射光施設（SPring-8）中間評価報告書（案）について 

   (2) その他 
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